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小学１・２年児童におけるかな聴写の誤り分析
Error Analysis of Japanese Kana Writing in the
First and Second Grades of Elementary School
森　田　安　徳
要　旨
読み書きに課題がある児童を評価するため、かな10単語聴写テストを作成した。かな10単語聴
写テストを用い、通常の学級１・２年児童に実施し、その結果を示した。また、個別の指導計画
作成例を２例示すとともに、通常の学級における支援として、担任の支援、「読み書きトレーニ
ング」について述べた。
キーワード：かな10単語聴写テスト、読み書き障がい、読み書き支援、個別の指導計画
１．はじめに
（１）早期からの支援の必要性
発達障がいの子どもたちは、一見して障がいがわかりにくい傾向にある。そのため、本人の
努力や家庭のしつけの問題として誤ってとらえられがちで、保護者の障がい受容を遅らせる結
果となる。また、「障がいでなく個性として理解したい」という保護者の気持ちは強く、教育
的支援については「しばらく様子をみたい」と、考えられることも少なくない。そのため、支
援開始の時期が遅くなることがある。小学校中学年まで適切な対応が行われないと、不登校な
ど二次的な課題が起こるケースも見られ、なによりも児童生徒本人が自己の課題を理解でき
ず、低い自己評価に苦しむことがよく見られる。
保護者の子ども理解を深めるためには、教員・学校が発達障がいを十分理解し、ねばり強く
働きかけていくことが求められるが、子ども支援の視点からいうとそれだけでは十分ではな
い。保護者からニーズが出なくとも、ていねいな子ども理解に基づき、ひとり一人の課題に応
じて、より早期から支援を行うことが必要である。
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（２）教育的アセスメントの難しさ
教育的支援は主に、「学習」と「行動」に分かれる。「学習」とは、読み書き・作文・計算・
文章問題といった国語、算数の他に、理科、社会、音楽、図工、体育など、学習内容の全般を
さす。「行動」とは、着席できない、友だちとのトラブルが多い、気持ちをことばで伝えられ
ない、注意が集中しないなどの行動課題があげられる。
「行動」のアセスメントとしては、応用行動分析の手法を用いるとともに、スクールカウン
セラー等の心理的専門家から情緒発達に関するコンサルテーションを受ける。「学習」に関し
ては、WISC等の知能検査を用い、認知特性を把握した上で指導目標を検討する。WISC等の
知能検査は、学習に課題をもつ児童・生徒を理解するために必要不可欠な検査器具あるが、保
護者の了解がなければ実施することができない。授業中に実施できる教育的アセスメントであ
れば、保護者の了解がなくても用いることができ、より学習の支援につながりやすいと思われ
る。WISC等の実施は、その後のより専門的な支援として位置づけられるであろう。　
（３）かなの読み書きの困難について
かなの読み書きができるようになるためには、一音節に一文字を対応させる必要がある。日
本語は、音節と文字が対応しているため、読み書き障がいは少ないとされるが、特殊音節のよ
うに、一音節と一文字が対応していない場合は書き誤りが多くなる。また、かな単語を書くと
きには、「ことばを音韻に分解する操作」が必要になる。このような音韻操作が困難な子どもは、
かなの読み書きが難しいだけでなく、中学生になると英語の学習が進みにくくなる可能性が高
くなる。一方、文字の形を認知しにくい子どもの中には、鏡文字などが高学年になっても見ら
れる。こうした読み書きの困難は、国語の学習にとどまらず、他の教科も含めた学力全体に影
響する課題といえよう。
ひらがなの読み書きは、一般的には１年生の１学期に終了し、その後、学習の時間が設定さ
れることはない。読み書きが困難な児童は卒業まで支援を受けずに過ごす可能性がある。この
ような現状の中で、通常の学校で、共通に使える読み書き検査はまだ作られておらず、かな読
み書き検査の必要性は高いと考えられる。
２．かな10単語聴写テストの作成
上述した課題にもとづき、通常の学級で簡便に使用できる読み書きテストを作成した。
（１）テストの内容　
評価する文字は、ひらがなとカタカナである。情報処理の過程からかな文字の読み書きは、
視写（見て書く）、聴写（聴いて書く）、読み（見て読む）の３過程が考えられる。ここでは、
通常の学級で一斉テストが可能であること、音韻操作・書字などの多様な過程を含んでいるこ
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とから、単語の聴写をテスト方法とした。検査に使用する単語の数は、子どもたちの集中可能
な時間を配慮して10単語とした。10単語なら10分ほどの時間でも十分検査することができる。
単語には、特殊音節（長音・拗音・促音・拗長音・拗促音・撥音）に加えて濁音・半濁音を含
んだ単語を用いた。これらの単語は、日常的に子どもたちがよく知っていてなじみのある単語
から選択した。検査に用いた単語は表１、２に示している。
表１　ひらがな10単語聴写テストの問題単語
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表２　カタカナ10単語聴写テストの問題単語
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（２）テストの手順
テストの手順は次の通りである。
①テストを始める前に子どもたちに、次のように指示する。「先生が言うことばをよく聞い
て、ひらがなで書いてください（カタカナテストのときは「カタカナで書いてください」）」
②指示が終わると、ゆっくりと正確な発音で、単語を２回ずつ読む。「め・が・ね」のよう
に一音一音切らずにつづけて読む。
③全員の子どもが書き終わるのを確認し、次の単語を読む。文字を思い出せなくて、書き終
われない子どもには「○（丸印）」をつけ、抜かして書くように指示する。
④消しゴムは使わない。間違ったときは斜線を引いて、横に新しく書くようにする。
⑤10語の聴写を終了した後、もう一度、「１番、めがね、２番、ぺんぎん」というように全
問を通して読む。
（３）採点と解釈
かな10単語聴写テストの採点は、全問正解を10点満点とし、１問違うごとに－１点とした。
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（４）テストの実施時期
ひらがな10単語聴写テストは、児童がひらがなを学習し終わる、１年１学期終了時に実施可
能となる。カタカナ10単語聴写テストは、カタカナの学習が終了時から実施できる。いずれに
しても、学級の学習の進度に合わせて実施する。
（５）かな10単語聴写テストの実施と結果
ひらがな10単語聴写テストは小学校１年生357名、２年生372名、合計729名を対象に実施し
た。カタカナ10単語聴写テストは、小学校２年生359名を対象として実施した。テストの結果
は図１、図２に示している。
図１のひらがな10単語聴写テストの結果である。これを見ると、８単語以上正しく表記でき
た児童は、１年生で85％、２年生で91％となった。このことから、２年生ではほぼ正しく、ひ
らがな単語を聴写できるようになっていると思われる。
図１　ひらがな10単語聴写テストの正答数の割合
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一方、３単語以上の間違いをした児童は１年生で11％、２年生で2.9％である。このような
聴写の誤りは、個別の指導を行うなど、何らかの支援がなければ高学年まで持ち続けると考え
られる。
誤った単語では「しょっき、しょうぼうしゃ」などの拗促音、複合した特殊音節を含む単語
の誤りが多く見られた。
図２のカタカナ10単語聴写テストの結果から、８単語以上正しく聴写できた児童は73％、３
単語以上を誤った児童は17％であった。ひらがなにおいて３単語以上を誤った２年児童（2.9％）
と比較すると、誤答率が高く、２年児童にとってカタカナ文字は難しい課題だと思われる。そ
の理由として、小学校１年生では、カタカナを学習する授業時間が少なく、学習回数の課題が
考えられる。また、ひらがな単語聴写で誤りの多い児童はカタカナ単語聴写でも誤りが多い傾
向がみられた。ひらがなの表記が定着していないと、カタカナの学習にも影響すると思われる。
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図２　カタカナ10単語聴写テスト正答数の割合
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３．個別の指導計画の作成に向けて
検査結果をもとに個別の指導計画を作成した。ここではひらがな10単語聴写テストの結果か
ら、１年生Ａ、Ｂの個別の指導計画を検討する（図３を参照）。
Ａは、字形、筆圧とも問題が認められず、促音・長音は正しく書けている。Ａは、「きっぷ、
かけっこ、しょっき」を「きぷ、かけこ、しょき」と書き、その課題は促音（つまる音）の省
略と考えられる。
Ｂは、濁音・半濁音、促音、拗音は正しく書けている。課題は、拗音の「しょ、しゃ」が「しゃ、
しゅ」に置換する点と「く」が鏡文字になる点である。
課題が明確になれば支援の方法はいろいろ考えられる。
Ａの場合は、「①促音が表記できる」ことが短期目標になる。支援の手だては、単語の中に
促音・長音があるかどうかを聞き取る「促音・長音あるなしクイズ」「促音を含む単語のリズ
ムうち」「長音弁別のためのあいうえおのかくれんぼ」などが考えられる。
Ｂの場合は、「①拗音が表記できる」ことが短期目標になる。支援の手だては、「拗音の聞き
比べ」「拗音を伸ばして分析する」「鏡文字と正しい文字の弁別」などが考えられる。
かな10単語聴写テスト作成から個別の指導計画作成まで進み、次に通常の学級における支援
を検討する。
４．通常の学級での実践
（１）実践の経過
平成17、18年度に、１・２年生全員を対象に、かな10単語聴写テストを実施した。ねらいは、
①学年及び個人の誤りの傾向を把握する、②個人の誤りを分析し個別の指導計画を作る、③正
しく表記できるように各担任が日々の授業の中で指導する、とした。テストと個別の指導計画
作成は通級指導教室の担当者が行い、指導は各担任が授業の中で行うように分担した。この取
り組みの結果を表３に示した。平成18年度１年生児童では、正答が７単語以下の子どもは28％
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図３　１年児童Ａ、Ｂのテスト結果による個別の指導計画作成
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であったが、１年間の指導によって、２年生では５％に減少した。各担任が工夫しながら習熟
練習を繰り返した結果だと考えられる。しかし、２年生で正答が７単語以下だった５％の児童
は、正しい表記の力を身につけないまま、３年生に課題を持ち越してしまうことになる。また、
担任は個別指導の時間がと取りにくく、新たに指導の場を設けることが検討された。
表３　ひらがな10単語聴写テスト正答率の変化 
（指導を受けた児童１年生児106名、２年生児108名）
７点以下 ８点 ９点 10点
１年生時 28.3％ 14.1％ 15.2％ 42.4％
２年生時 4.6％ 4.6％ 19.4％ 71.4％
平成26年度に、１、２年生を対象に、かな10単語聴写テストを実施した。表４は１年児童に
ひらがな聴写テストを行った結果である。７月（１学期末でひらがな学習を終了していた）で
は、８単語以上正答した児童は47名（57％：下線部）であるが、２月には68名（83％）に増え
ている。この間、担任は個別の支援を行っていない。学級のテスト結果から学級の誤り特徴を
フィードバックし、学級で担任が配慮して全体指導を行ったのみである。一方、１点から３点
の人数は４人から３人と大きく変化していない。個別指導が求められる児童と考えられる。
表４　１年生：ひらがな10単語聴写テスト正答数の変化
月／
人数
得　　　点 合計
（人）０（点） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
７月 ０ １ ２ １ ６ １ ９ 14 14 14 19 82
２月 ０ １ １ １ ２ ０ ２ ６ 15 22 31 79
表５　２年生：カタカナ10単語聴写テスト正答数の変化
月／
人数
得　　　点 合計
（人）０（点） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
７月 ０ ２ １ ２ ２ ７ ５ 12 13 16 18 78
２月 ０ ０ １ １ ２ ５ ２ ４ 13 17 36 81
表５は、２年児童にカタカナ聴写テストを行った結果を示している。２年生は、１年の秋に
カタカナ学習を終了している。しかし、７月のテストでは、８単語以上正答した児童は47名
（60％：下線部）であった。学習終了後１年近くたっているにもかかわらず正答した児童数は
多くない。カタカナ10単語聴写テスト実施後、学級のカタカナの誤り特徴をフィードバックし、
担任が授業中に配慮して全体指導を行うと、８問以上正答した児童は66名（81％）に増加した。
ひらがな同様、学級担任が学級の誤り特徴を把握し、授業中に意識的に支援するだけで、一定
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の成果が認められることが分かる。そして、２点から５点までの児童は、個別の支援が必要と
思われた。
（３）読み書きトレーニングの実践
通常の学級でできる支援として、授業以外に読み書き学習を受けられる場として「読み書き
トレーニング」を設けた。読み書きトレーニングの内容は次の通りである。
ア　実施計画を職員会議に提案する
「読み書きトレーニング」は、学校全体の取り組みとして毎年続けられることが求められる。
そのため、通級指導教室担当者が実施計画を校内支援委員会に提案し、その後、職員会議で了
承された。このような手続きをふんだため、担任と通級指導教室担当者だけでなく、全学年の
教員、管理職が共通理解することができたと思われる。また、管理職や他学年の先生方が昼休
み中に学習の様子を見に来られたり、指導の応援にも参加していただけたりするようになった。
イ　実施時間帯
実施時間は月曜日の昼休み（1:00～1:20）の20分間で、週１回とした。指導回数は全10回で
ある。回数を決め終了時期を明確にすることで、子どもたちが見通しを持ちやすくなると考え
た。
ウ　対象児童の選択
支援を行う児童は、「ひらがな表記につまずいている２年生」を対象にすることとした。ひ
らがな10単語聴写テストで、正答が７単語以下の児童をあげ、テスト結果だけでなく、日頃の
学習でつまずいている児童も考慮し、参加児童に含めるようにした。最終的に読み書きトレー
ニングに参加させる児童については、担任と通級指導教室担当者で話し合い、決定した。該当
児童は、１年目５名（全135名）、２年目年は６名（全108名）であった。
エ　保護者の了解を得る
読み書きトレーニングは昼休みに行うため、児童が参加するには保護者の了解が必要とな
る。前述したように、保護者のニーズが積極的に示されるかどうかは、読み書きトレーニング
の成否に関わるといえる。対象となる児童が決まると、担任から保護者にその子どもの読み書
きの課題を連絡し、読み書きトレーニングの趣旨を伝え、参加を希望されるかどうかを聞いた。
多くの保護者からは了解を得ることができた。断られた保護者は12名中、１名だけであった。
このようにうまく了解が取れたのは、担任と保護者の関係が普段から良好だったことに加え、
「子どもが困っている読み書きの課題」について担任と保護者の共通理解ができていたことが
'BB᳃⏣ᏳᚨLQGG 
－253－
その理由と考えられる。子どもの課題について、保護者といっしょに悩み、その結果、読み書
きトレーニングが提案されたため、保護者は了解されたと思われる。参加しなかった児童には、
担任が時間を見て指導した。
希望された保護者には、「読み書きトレーニング」の実施予定表と児童の誤り特徴を書いた
プリントを渡し、保護者にも目標を理解してもらうようにした。
オ　支援者について
通級担当者が主に指導案を立て、授業を進めた。２年生の担任は輪番で参加し、応援に来て
いる他の教員と一緒に、児童に個別に付き、ヒントを伝えるなどの支援を行った。
カ　教職員への周知の内容
かな10単語聴写テストの目的や結果、「読み書きトレーニング」の内容を書いた通信を発行
し、全教職員に知らせた。職員研修を実施し、「読み書きトレーニング」の経過を報告した。
また、指導案や主な教材を紹介し、拗音や促音につまずいている児童の指導方法について研修
を行った。
キ　テスト結果のまとめ
かな10単語聴写テストの結果は、学級毎にまとめた。表６は、２年目に行った２年生１クラ
ス分のカタカナ10単語聴写テストの結果である。
この表では、縦列が児童の名前を示し、横列は10単語を示している。児童の名前から、表を
横に見ると、それぞれの誤りの数がわかるだけでなく、一人ひとりがどのような誤り方をして
いるのかがわかるようになっている。カタカナの文字が想起できない、伸ばす音を「－（長音
符号）」で表せないなど、つまずいている部分が具体的に把握できると、その児童にあった支
援の方法を考えやすくなる。
また、学級の中で、誰が支援を必要としているかが明確にとらえることができる。かな単語
聴写の課題ができている児童に支援する必要はない。誤りが多い児童こそが支援を求めている
児童だといえる。
次に表を縦列にみると、その学級全体の誤りの傾向がわかり、今、学級でどのような指導が
必要なのかが把握できる。このように結果を一覧表にまとめる方法は一人の担任がはじめた方
法であるが、一人ひとりの子どもに応じた支援を可能にする、とてもわかりやすい教育的評価
方法であると考えている。
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表６　カタカナ10単語聴写テストの学級結果一覧
番
号 名
得
点
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 字
形キツネ ダンス ミシン ペンギン コロッケ パジャマ サッカー チューリップ ソーセージ リュックサック
１ 100 シ
２ 100 ツ
３ 90 リッュクサック ツ
４ 100
５ 60 コ○ッ○ チュウリップ ソウ○イジ リュック○ック ツシ
６ 20 キ○○ ○シン コ○ケ パジマ サッカ ○ウリプ ○ウ○エジ ○○サ○ ツ
７ 80 チュリップ リュクサック
８ 90 ○シン ツ
９ 100 ツ
10 20 キツ○ ○○ン コ○○ パ○○ ○カー ○リップ ソ○○ ○ック○ック
11 90 リュクサック ソ
12 60 ｢ﾐ｣× チュウリップ ソウセージ リュクサック シ
13 60 コロケ チュウリップ ソウセージ リュクサク
14 100 パ
15 100 シ
16 80 チュリップ ｢ｾ｣× ツケ
17 60 コ○ッけ チ○ンリップ ソー○ジ リュクサック シ
18 100 ツ
19 20 キツ○ ○シン ペンキン こ○ッ○ サッカーッ チュリップ ソセジ リックサック ツシ
20 100
21 100
22 100
23 100
24 90 リュクサック
25 50 ｢ﾐ｣× ペシギン チュリップ ソーセジ ルュクッサック ツミ
26 90 ペンぎん
27 100
ク　個別の指導計画作成について
ひらがな・カタカナ10単語聴写テストで、誤りが３割以上あった児童については、個別指導
計画を作成し、担任と支援方法を検討した。
ケ　指導の内容・配慮と児童の様子
読み書きトレーニングの指導の内容は、「促音の表記２回、拗音の表記２回、長音の表記１回、
拗長音・拗促音の表記１回、特殊音節が重複している単語の表記１回、個別の練習２回、かな
単語聴写テスト１回」の計10回とした。
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プリント学習中心の授業ではなく、ことば遊びやゲームを楽しみながら、表記の仕方を身に
つけていくように構成されている。児童の中には、自己評価が下がっていたりやる気をなくし
ていたりする子どもがいるため、あそびを取り入れ、「勉強は楽しい」と感じてほしいと考え
たためである。ことば遊びから入ると、日頃、教室の授業では黙っていることが多い子も、意
欲的に発表する機会が増えるようになった。
指導時間は20分間であるが、その時間の目標をはっきりと設定し、授業の最後には、一人ひ
とりの目標がどこまでで達成されたか、必ずプリントで評価するようにした。絵を見て単語を
書く簡単な評価課題（５問程度）である。また、毎時間の子ども達の様子を記録し、担任に伝
えるようにした。
（３）読み書きトレーニングの結果
２年目に行った読み書きトレーニングには６名の２年児童が参加した。ひらがな・カタカナ
10単語聴写テストは、トレーニングンが始まる前の10月と終了後の２月に実施した。その結果
は以下の通りである。
ア　ひらがな10単語聴写テストの変化
ひらがな10単語聴写テストの結果では、６人中５人が、10月に実施した結果より正しく書け
るようになった（８→10、７→10、８→10、６→５、６→９、２→10点）。うち４人は全問正
しく表記できた。しかし10単語聴写テストでは、正しく表記できるようになっているのだが、
作文などで正しく書くことはまだ難しいと担任から報告されていた。
得点が大きく変化した児童（２→10点）は、10月のテストの時、「きっぷ」の「ぷ」が書けず、
意欲をなくし、その後最後まで書かずに、白紙が続いた。しかし、毎回一番に教室に来て、「今
日は、どんなゲームをするの？」と、始まるのを楽しみにしている様子が見られた。わからな
いときには「もう一回、言って」「わからないから教えて」と助けを求めるコミュニケーショ
ン方法を教えた。「自分にもわかる、できる」という積み重ねの中で、少しずつ自信が持てる
ようになり、最後の感想では「べんきょうがたのしかった」と書いて終了した。
一方、１名だけ変化の見られなかった児童（６→５点）は、誤る部分が毎回異なり、誤りの
一貫性が見られない結果となった。引き続き、細かなステップで指導を進めていく必要がある
と考えられた。
イ　カタカナ単語聴写の変化
カタカナが聴写できない原因の中で、最も大きなものは、カタカナの文字を覚えておらず、
想起できないというものであった。10回の「読み書きトレーニング」で、全てのカタカナ文字
を覚えることは難しいため、２月の検査では、カタカナの50音表を見てよいことにした。同時
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に、カタカナ文字の長期記憶を高める指導方法が検討される必要があると考えられた。
「想起できない誤り」以外では、６人とも読み書きトレーニング後の方が、正答が増えていた。
しかし、カタカナ文字を想起するまでに時間がかかったり、想起できなかったりする児童がお
り、今後も習熟の練習を続けていくことが必要だと考えられる。
６．おわりに
この実践の中で、次の３点が重要だと考えられた。第１に、１、２年生の時期に、学年全員
の児童に対して、かな10単語聴写テストを実施することである。第２は、ニーズのある児童に
個別の指導計画を立てることである。第３は、学習が終了した早期の段階で支援を行うことで
ある。これらの取り組みによって、ニーズのある子ども達を見逃すことなく、低学年のうちに
正しく書く力をつけることができると考える。かな10単語聴写テストは、通常の学級で使用で
きる、有用な検査だと思われた。
附記　この論文は、元吹田市立小学校指導教諭辻本裕子氏との共同研究に一部、新しい資料を加えてま
とめたものである。辻本裕子氏に深く、感謝の意を表する。
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